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,,...--... 咽ョなどの変化が生じた場合、土地被種変化
土地被覆に関する研究は
古くから行われ数多くの研究成果が蓄積（ちくせき）さ
れています。また、月別、季節別さらには数＋年に及
ぶ時間変遷などより多くのデー告を用いる．
特にNOAA/AVHRRやTerra/MOOISなどの広域観測
衛星から得られたNOVI.リモー トセンシングデ＿，，は
広敏性．均質性。周期性などの特徴を持つため幅広く
用いられる。NOVIは植物の光合成活動や錨物の
“greenness”と密綾な関係があるため．大陸規篠やグ
ローパル異常気象の影響評価，黙帯林のモニヲリン
グや他生分布図作成，グローパル炭素循環や水循環
解析に多く用いられる。
仁 J 〆 一 下 一！だと考えられる。土地被覆変化を抽出す
一一 噌 F’. 略F iる際フエノロジー情報は有効であると考え
日目「 ＼ ー ／ 『喝 . jられる。
本研究では、東日本大震災において、員事液被害を受
けた東北地場における虚業の震災からの復旧状況を
時系列衛星デー習を用いてF円補正を行い長期モニ9
‘ーグすること。
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,)~ このグラフのように植生告イブ別にフェノロジー情報もことなります．常緑樹の場合1年中値生指数が高いです。水、Cityは光合成活動がないため1年中NOVIが低いです．落葉林は光合成活動が始まる時期は農地より
阜い7旬であり，Max時期は12旬、光合成活
動が終わる時期は20旬である．
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OMO法＝ Onset時期変化量＋Max EV! Value 
変化宣＋Duration変化量の合計
変化量とlま8年間（2003-2010）の平崎プロファイ
ルとの偏差の絶対値をいう．
DMD！直が0に近いと平年と変わりがない．
DMDの値が大きいと土地被覆変化がある．
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Onset time図lま平均Onsettime (2003～ 2010）を示したものである．値生図は環境省が提供している。緬生図の農地
は11旬であり．都市峨と水峨はなし‘常緑林lま1～5旬。
農地のDurationは5～ 9旬、常緑林のDurationIま13～ 23旬．水、都市織がDurationなしなどで区分が可能である。
2011年度のOMD結果
農地復旧及び除塩工事位置図と比較すると被災地面積が遣う。
復旧作業が始まったのが2011年11月であるため、農地が放置さ
れたとき雑草が生えた。その結果、OMD；去の値が低くなる。
2012年度のOMD結果
2012年のOMDi査結果では2011年度の復旧計画が順舗に進ん
だことが分かる。また、 2012年の復旧予定地主までは、土地改良を
するため、土地被覆変化しOMDの値が大きく変化する。
2013度のOMD結果
. OMD法による被災地 舷被災地 . 2011年復旧工事終了 . 2012年復旧工事終了
2013年のOMD法給果では2012年度の復旧計画が阪飼に進ん
だことが分かる。それは、農業の再開を示す固また、 2013年の復旧
予定地援では土地改良をするため、土地被覆変化しOMDの値が大
きく変化する。
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本研究で提葉したOMD法を用いてモ二世リングをおこないました。その結果、東日本大震災があった2011年は、一部を除き被災地が抽出できた。また、2011年から2013年は復旧
の百十函が順聞に進んで2011年と2012年は復旧が終わり農業再開したところもあります。この結果で、OMD；去が畏期モニヲリングに有効であることがわかった。
今後の課題
OMD法では土地被覆変化が被災前に戻った場合は復｜日ができた判断できます。しかし、被災前とは遣うものに復旧できた場合は復旧ができてないと判断されるため、この問題を改善
する必要がある。
